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職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 四 年 七 月 二 日

石 川 県 知 事 谷 本 正 憲

石 川 県 条 例 第 三 十 一 号

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 ( 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 条 例 第 二 十 八 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 三 項 中 ｢ と き ｣ の 下 に ｢( 第 四 号 及 び 第 五 号 の 作 業 に 従 事 し た と き に あ つ て は 、 当 分 の 間 )｣ を 加 え 、 同 項 第

二 号 中 ｢ 同 法 第 二 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 災 害 対 策 基 本 法 第 六 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 警

戒 区 域 に 設 定 す る こ と と さ れ た 区 域 又 は 当 該 本 部 長 指 示 が あ る ま で の 間 に お け る 当 該 区 域 と 同 一 の 区 域 の う ち 知 事 が

定 め る も の ｣ を ｢ 帰 還 困 難 区 域 に 設 定 す る こ と と さ れ た 区 域 ｣ に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 ｢ 居 住 者 等 が 避 難 の た め の 立 退

き 又 は 計 画 的 な 立 退 き を 行 う こ と と さ れ た 区 域 又 は 当 該 本 部 長 指 示 が あ る ま で の 間 に お け る 当 該 区 域 と 同 一 の 区 域 の

う ち 知 事 が 定 め る も の ｣ を ｢ 居 住 制 限 区 域 に 設 定 す る こ と と さ れ た 区 域 ｣ に 改 め 、 同 項 第 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

四 本 部 長 指 示 に よ り 、 原 子 力 災 害 対 策 特 別 措 置 法 第 二 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 災 害 対 策

基 本 法 第 六 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 警 戒 区 域 に 設 定 す る こ と と さ れ た 区 域 に お い て 行 う 作 業 ( 前 三 号 に 掲 げ る

も の 及 び 本 部 長 指 示 に よ り 、 避 難 指 示 解 除 準 備 区 域 に 設 定 す る こ と と さ れ た 区 域 に お い て 行 う も の を 除 く 。)

附 則 第 三 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五 本 部 長 指 示 に よ り 、 居 住 者 等 が 避 難 の た め の 立 退 き 又 は 避 難 の た め の 計 画 的 な 立 退 き を 行 う こ と と さ れ た 区 域

に お い て 行 う 作 業 ( 前 各 号 に 掲 げ る も の 及 び 本 部 長 指 示 に よ り 、 避 難 指 示 解 除 準 備 区 域 に 設 定 す る こ と と さ れ た

区 域 に お い て 行 う も の を 除 く 。)

附 則 第 四 項 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 前 項 第 一 号 の 作 業 の う ち 原 子 炉 建 屋 ( 知 事 が 定 め る も の に 限 る 。) 内 に お い て 行 う も の 四 万 円

附 則 第 四 項 第 七 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

七 前 項 第 四 号 の 作 業 の う ち 屋 外 に お い て 行 う も の 六 千 六 百 円

附 則 第 四 項 第 七 号 を 同 項 第 九 号 と し 、 同 項 第 六 号 中 ｢ 千 円 ｣ を ｢ 六 百 六 十 円 ｣ に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 八 号 と し 、 同

項 第 五 号 中 ｢ 五 千 円 ｣ を ｢ 三 千 三 百 円 ｣ に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 七 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 ｢ 二 千 円 ｣ を ｢ 千 三 百 三 十 円 ｣

に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 六 号 と し 、 同 項 第 三 号 中 ｢ 一 万 円 ( 心 身 に 著 し い 負 担 を 与 え る と 知 事 が 認 め る 作 業 に 従 事 し た

場 合 に あ つ て は 、 当 該 額 に そ の 百 分 の 百 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 額 )｣ を ｢ 六 千 六 百 円 ｣ に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号

と し 、 同 項 第 二 号 中 ｢ 五 千 円 ｣ を ｢ 三 千 三 百 円 ｣ に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 四 号 と し 、 同 項 第 一 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え

る 。
二 前 項 第 一 号 の 作 業 の う ち 前 号 及 び 第 四 号 に 掲 げ る も の 以 外 の も の で あ つ て 、 故 障 し た 設 備 等 を 現 場 に お い て 確

認 す る も の ( 知 事 が 定 め る も の に 限 る 。) 二 万 円

三 前 項 第 一 号 の 作 業 の う ち 前 二 号 及 び 次 号 に 掲 げ る も の 以 外 の も の 一 万 三 千 三 百 円
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附 則 第 四 項 に 次 の 三 号 を 加 え る 。

十 前 項 第 四 号 の 作 業 の う ち 屋 内 に お い て 行 う も の 千 三 百 三 十 円

十 一 前 項 第 五 号 の 作 業 の う ち 屋 外 に お い て 行 う も の 五 千 円

十 二 前 項 第 五 号 の 作 業 の う ち 屋 内 に お い て 行 う も の 千 円

附 則 第 六 項 中 ｢ 附 則 第 四 項 第 三 号 、 第 五 号 又 は 第 七 号 ｣ を ｢ 附 則 第 四 項 第 五 号 、 第 七 号 、 第 九 号 又 は 第 十 一 号 ｣ に

改 め る 。
附 則

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 ( 以 下 ｢ 新 条 例 ｣ と い う 。) の 規 定 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 十 六 日 か ら

こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 警 察 職 員 が 原 子 力 災 害 対 策 特 別 措 置 法 ( 平 成 十 一 年 法 律 第 百 五 十 六

号 ) 第 二 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 原 子 力 災 害 対 策 本 部 長 の 地 方 公 共 団 体 の 長 に 対 す る 指 示 に よ り 、 帰 還 困 難 区 域 に

設 定 す る こ と と さ れ た 区 域 に お い て 行 っ た 作 業 で あ っ て 、 新 条 例 の 規 定 を 適 用 し た と す る な ら ば 新 条 例 附 則 第 四 項

第 五 号 の 作 業 に 該 当 す る こ と と な る も の を 行 っ た 場 合 ( 同 一 の 日 に お い て 、 新 条 例 の 規 定 を 適 用 し た と す る な ら ば

同 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 又 は 第 九 号 の 作 業 に 該 当 す る こ と と な る も の を 行 っ た 場 合 を 除 く 。) 及 び 新 条 例 の 規 定

を 適 用 し た と す る な ら ば 同 項 第 六 号 の 作 業 に 該 当 す る こ と と な る も の を 行 っ た 場 合 ( 同 一 の 日 に お い て 、 新 条 例 の

規 定 を 適 用 し た と す る な ら ば 同 項 第 一 号 か ら 第 五 号 ま で 、 第 七 号 又 は 第 九 号 か ら 第 十 一 号 ま で の 作 業 に 該 当 す る こ

と と な る も の を 行 っ た 場 合 を 除 く 。) に つ い て も 適 用 す る 。

石 川 県 核 燃 料 税 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 四 年 七 月 二 日

石 川 県 知 事 谷 本 正 憲

石 川 県 条 例 第 三 十 二 号

石 川 県 核 燃 料 税 条 例

( 課 税 の 根 拠 )

第 一 条 県 は 、 地 方 税 法 ( 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 ) 第 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 、 核 燃 料 税 を 課 す る 。

( 定 義 )

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 発 電 用 原 子 炉 原 子 力 基 本 法 ( 昭 和 三 十 年 法 律 第 百 八 十 六 号 ) 第 三 条 第 四 号 に 規 定 す る 原 子 炉 で 発 電 の 用 に 供

す る も の を い う 。

二 核 燃 料 原 子 力 基 本 法 第 三 条 第 二 号 に 規 定 す る 核 燃 料 物 質 を 発 電 用 原 子 炉 に 燃 料 と し て 使 用 で き る 形 状 又 は 組

成 に し た も の を い う 。

三 価 額 割 核 燃 料 の 価 額 を 課 税 標 準 と し て 課 す る 核 燃 料 税 を い う 。

四 出 力 割 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 を 課 税 標 準 と し て 課 す る 核 燃 料 税 を い う 。

( 賦 課 徴 収 )

第 三 条 核 燃 料 税 の 賦 課 徴 収 に つ い て は 、 法 令 又 は こ の 条 例 に 別 段 の 定 め が あ る も の の ほ か 、 石 川 県 税 条 例 ( 昭 和 二

十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ) の 定 め る と こ ろ に よ る 。

( 納 税 義 務 者 等 )

第 四 条 核 燃 料 税 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 発 電 用 原 子 炉 を 設 置 し て 行 う 行 為 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る

額 に よ っ て 、 当 該 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 者 に 課 す る 。

一 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 挿 入 価 額 割 額

二 発 電 用 原 子 炉 を 設 置 し て 行 う 発 電 事 業 出 力 割 額

２ 前 項 第 一 号 の 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 挿 入 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 に な

さ れ た も の と す る 。

一 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 後 最 初 に 核 燃 料 の 装 荷 が 行 わ れ た 場 合 電 気 事 業 法 ( 昭 和 三 十 九 年 法 律 第 百 七 十 号 ) 第 四

十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 経 済 産 業 大 臣 が 行 う 使 用 前 検 査 ( 以 下 ｢ 使 用 前 検 査 ｣ と い う 。) に 合 格 し た 日

二 発 電 用 原 子 炉 に つ い て 電 気 事 業 法 第 五 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 経 済 産 業 大 臣 が 行 う 定 期 検 査 の 期 間 内 に 当 該

発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 装 荷 が 行 わ れ た 場 合 当 該 定 期 検 査 が 終 了 し た 日

三 前 二 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 装 荷 が 行 わ れ た 場 合 当 該 装 荷 が 終 了 し た 日
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( 課 税 期 間 )
第 五 条 こ の 条 例 に お い て ｢ 課 税 期 間 ｣ と は 、 出 力 割 の 課 税 標 準 の 算 定 の 基 礎 と な る 期 間 を い い 、 次 に 掲 げ る 期 間 と

す る 。

一 四 月 一 日 か ら 六 月 三 十 日 ま で

二 七 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で

三 十 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で

四 一 月 一 日 か ら 三 月 三 十 一 日 ま で

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 を そ れ ぞ れ 一 の 課 税 期 間

と み な す 。

一 前 項 各 号 に 掲 げ る 課 税 期 間 の 中 途 に お い て 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 三 十

二 年 法 律 第 百 六 十 六 号 。 以 下 ｢ 原 子 炉 等 規 制 法 ｣ と い う 。) 第 四 十 三 条 の 三 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 廃 止 措 置 ( 以

下 ｢ 廃 止 措 置 ｣ と い う 。) を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た 場 合 ( 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。)

廃 止 措 置 を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た 日 の 属 す る 課 税 期 間 の 初 日 か ら 当 該 運 転 を 終 了 し た 日 ま

で
二 前 項 各 号 に 掲 げ る 課 税 期 間 の 中 途 に お い て 使 用 前 検 査 に 合 格 し た 場 合 ( 次 号 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。) 使 用 前

検 査 に 合 格 し た 日 か ら 当 該 使 用 前 検 査 に 合 格 し た 日 の 属 す る 課 税 期 間 の 末 日 ま で

三 前 項 各 号 に 掲 げ る 課 税 期 間 の 中 途 に お い て 使 用 前 検 査 に 合 格 し 、 廃 止 措 置 を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転

を 終 了 し た 場 合 使 用 前 検 査 に 合 格 し た 日 か ら 廃 止 措 置 を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た 日 ま で

( 課 税 標 準 )

第 六 条 核 燃 料 税 の 課 税 標 準 は 、 価 額 割 に あ っ て は 発 電 用 原 子 炉 に 挿 入 さ れ た 核 燃 料 ( 当 該 核 燃 料 の 発 電 用 原 子 炉 ヘ

の 挿 入 に 対 し て 既 に 価 額 割 が 課 さ れ 、 又 は 課 さ れ る べ き で あ っ た も の を 除 く 。 第 九 条 第 一 項 に お い て 同 じ 。) の 価

額 と し 、 出 力 割 に あ っ て は 各 課 税 期 間 の 末 日 現 在 に お け る 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 と す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 核 燃 料 の 価 額 は 、 電 気 事 業 会 計 規 則 ( 昭 和 四 十 年 通 商 産 業 省 令 第 五 十 七 号 ) 第 二 十 五 条 及 び 第 二

十 六 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 取 得 原 価 と す る 。

３ 第 一 項 に 規 定 す る 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 は 、 原 子 炉 等 規 制 法 第 二 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 設 置 の 許 可 を 受 け た

原 子 炉 の 同 条 第 二 項 第 三 号 に 規 定 す る 原 子 炉 の 熱 出 力 ( 原 子 炉 等 規 制 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 変 更 の 許 可

を 受 け た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 変 更 の 許 可 を 受 け た 原 子 炉 の 熱 出 力 ) と す る 。

４ 課 税 期 間 が 三 月 に 満 た な い 場 合 に お け る 第 一 項 に 規 定 す る 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 は 、 当 該 熱 出 力 に 当 該 課 税 期 間

の 月 数 を 乗 じ て 得 た 熱 出 力 を 三 で 除 し て 得 た 熱 出 力 と す る 。 こ の 場 合 に お け る 月 数 は 、 暦 に 従 い 計 算 し 、 一 月 に 満

た な い 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 一 月 と す る 。

( 税 率 )

第 七 条 価 額 割 の 税 率 は 、 百 分 の 八 ・ 五 と す る 。

２ 出 力 割 の 税 率 は 、 一 の 課 税 期 間 ご と に 千 キ ロ ワ ッ ト に つ き 、 三 万 四 千 九 百 円 と す る 。

( 徴 収 の 方 法 )

第 八 条 核 燃 料 税 の 徴 収 に つ い て は 、 申 告 納 付 の 方 法 に よ る 。

( 申 告 納 付 の 手 続 等 )

第 九 条 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 発 電 用 原 子 炉 に 核 燃 料 を 挿 入 し た と き は 、 当 該 核 燃 料 を 挿 入 し た 日 か ら 起 算 し て

二 月 ( 第 四 条 第 二 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 に あ っ て は 、 三 月 ) を 経 過 す る 日 の 属 す る 月 の 末 日 ( 第 六 条 第 二 項 の 取 得

原 価 が 確 定 し な い こ と に よ っ て 同 日 ま で に 申 告 納 付 す る こ と が で き な い と 知 事 が 認 め る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 指

定 す る 日 ) ま で に 、 価 額 割 の 課 税 標 準 、 税 額 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 そ の

申 告 に 係 る 税 額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 課 税 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 二 月 以 内 に 、 当 該 課 税 期 間 に お け る 出 力 割 の 課 税

標 準 、 税 額 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 そ の 申 告 に 係 る 税 額 を 納 付 し な け れ ば

な ら な い 。

３ 前 二 項 の 規 定 に よ り 申 告 書 を 提 出 し た 者 は 、 当 該 申 告 書 を 提 出 し た 後 に お い て そ の 申 告 に 係 る 課 税 標 準 又 は 税 額

を 修 正 し な け れ ば な ら な い 場 合 に は 、 遅 滞 な く 、 修 正 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 修 正 に よ り 増 加 し た 税 額

が あ る と き は 、 当 該 税 額 及 び こ れ に 併 せ て 納 付 す べ き 延 滞 金 額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

( 不 足 税 額 等 の 納 付 )
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第 十 条 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 地 方 税 法 第 二 百 七 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 核 燃 料 税 の 更 正 又 は 決 定 の 通 知 を 受

け た 場 合 に は 、 更 正 に よ り 増 加 し た 税 額 又 は 決 定 に よ る 税 額 及 び こ れ ら に 併 せ て 納 付 す べ き 延 滞 金 額 を 当 該 通 知 書

に 記 載 さ れ た 納 期 限 ま で に 、 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

第 十 一 条 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 地 方 税 法 第 二 百 七 十 八 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 核 燃 料 税 の 過 少 申 告 加 算 金 額 若 し

く は 不 申 告 加 算 金 額 の 決 定 の 通 知 又 は 同 法 第 二 百 七 十 九 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 核 燃 料 税 の 重 加 算 金 額 の 決 定 の 通 知

を 受 け た 場 合 に は 、 こ れ ら の 金 額 を 当 該 通 知 書 に 記 載 さ れ た 納 期 限 ま で に 、 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

( 課 税 地 )

第 十 二 条 核 燃 料 税 の 賦 課 徴 収 に 関 す る 石 川 県 税 条 例 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 例 第 十 条 第 二 項 第 二 号 中 ｢ 、 事 業 所 ｣

と あ る の は 、 ｢ 、 事 業 所 ( 核 燃 料 税 の 徴 収 金 に あ つ て は 、 発 電 用 原 子 炉 の 所 在 地 )｣ と す る 。

( 規 則 へ の 委 任 )

第 十 三 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

( 施 行 期 日 等 )

１ こ の 条 例 は 、 地 方 税 法 第 二 百 五 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 総 務 大 臣 の 同 意 を 得 た 日 か ら 起 算 し て 四 月 を 超 え な い

範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 規 定 は 、 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 者 が こ の 条 例 の 施 行 の 日 ( 以 下 ｢ 施 行 日 ｣ と い う 。) 以 後 に 行 う 第 四 条

第 一 項 各 号 に 掲 げ る 行 為 ( 同 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 為 に あ っ て は 、 施 行 日 前 に 発 電 用 原 子 炉 に 挿 入 さ れ た 核 燃 料 の 施

行 日 以 後 に 行 う 発 電 用 原 子 炉 へ の 挿 入 を 除 く 。) に つ い て 適 用 す る 。
( こ の 条 例 の 施 行 に 伴 う 課 税 期 間 の 特 例 )

３ 施 行 日 の 属 す る 課 税 期 間 は 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 を そ の 始 期 と す る 。

( こ の 条 例 の 失 効 )

４ こ の 条 例 は 、 施 行 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 し た 日 に 、 そ の 効 力 を 失 う 。 た だ し 、 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 者 が こ の

条 例 の 失 効 の 日 ( 以 下 ｢ 失 効 日 ｣ と い う 。) 前 に 行 っ た 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 行 為 に 対 し て 課 し た 、 又 は 課 す

べ き で あ っ た 核 燃 料 税 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 規 定 は 、 失 効 日 以 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

( こ の 条 例 の 失 効 に 伴 う 課 税 期 間 の 特 例 )

５ 失 効 日 前 の 最 後 の 課 税 期 間 は 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 失 効 日 の 属 す る 月 の 前 月 の 末 日 を そ の 終 期 と

す る 。

(１箇月2,350円送料とも) 発行人 〒920－8580 石川県金沢市鞍月１丁目１番地 石 川 県

印刷所 〒921－8002 石川県金沢市玉鉾４丁目166番地 ㈱ 共 栄 TEL(076)292－2236
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